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成
田
市
田

町
に
生
ま
れ

る
。
本
名
た

か
（
通
称
た

か
子
）。
大
正

５
年
、
成
田

高
等
女
学
校
（
現
成
田
高
校
）
を
卒
業
後
上
京
し
、
兄
・
慶
次
郎

の
も
と
に
寄
寓
。
兄
の
師
事
す
る
与
謝
野
晶
子
、
若
山
牧
水
に
私

淑
し
、
作
歌
に
励
む
。
大
正
11
年
、
歯
科
医
師
・
東
謙
三
と
結

婚
。
夫
の
影
響
で
俳
句
に
転
向
し
、
原
石
鼎

は
ら
せ
き
て
い

が
主
宰
す
る
「
鹿
火

か

び

屋や

」
に
入
会
し
、
夫
と
共
に
競
詠
す
る
。
昭
和
９
年
、
小
野
蕪
子

ぶ

し

主
宰
の
「
鶏
頭
陣

け
い
と
う
じ
ん

」
に
転
じ
、
東
鷹
女
と
号
す
。
同
17
年
、
長
兄

が
病
死
し
た
た
め
、
三
橋
家
を
継
ぐ
。
同
28
年
、「
薔
薇
」
の
同

人
と
し
て
参
加
。
句
集
に
『
向
日
葵

ひ

ま

わ

り

』『
魚う

お

の
鰭ひ

れ

』『
白
骨

は
っ
こ
つ

』『
羊し

歯だ

地
獄
』『

』。
鷹
女
は
戦
後
、
女
流
俳
人
の
中
で
、
橋
本
多

佳
子
、
中
村

汀
女
、
星
野

立
子
と
共

に
、「
女
流

俳
壇
の
４

Ｔ
」
と
称
さ

れ
た
。

三
橋
鷹
女
（
み
つ
は
し
　
た
か
じ
ょ
）

明
治
32
年
〜
昭
和
47
年
（
１
８
９
９
〜
１
９
７
２
）

俳
人

女
流
俳
壇
の
四
Ｔ
と
称
さ
れ
る

福
島
県
大
信

た
い
し
ん

村
に
生

ま
れ
る
。
本
名
は
議
秀

よ
し
ひ
で

。

早
稲
田
大
学
在
学
中
、

横
光
利
一
ら
と
同
人
雑

誌
「
塔
」
を
創
刊
し
、

小
説
『
穴
』
を
発
表
。

卒
業
後
、
三
重
県
立
津
中
学
校
（
現
津
高
等
学
校
）
の
英
語
教
師

に
な
る
。
大
正
15
年
４
月
、
成
田
中
学
校
（
現
成
田
高
校
）
の
英

語
教
師
と
し
て
赴
任
し
、
昭
和
８
年
３
月
ま
で
教
鞭
を
執
る
か
た

わ
ら
創
作
に
励
ん
だ
。
そ
の
後
、
上
京
し
、
苦
難
に
満
ち
た
文
筆

生
活
に
入
る
。
自
伝
小
説
『
台
上
の
月
』
は
、
成
田
在
住
時
代
の

体
験
を
も
と
に
し
た
作

品
。
同
13
年
、『
厚
物

あ
つ
も
の

咲ざ
き

』
で
第
７
回
芥
川
賞

を
受
賞
。
同
39
年
、

『
咲
庵

し
ょ
う
あ
ん

』
で
野
間
文
芸

賞
を
受
賞
。
同
41
年
、

芸
術
院
賞
を
受
賞
。

『
テ
ニ
ヤ
ン
の
末
日
』

『
華
燭
』『
芭
蕉
庵
桃
青

ば
し
ょ
う
あ
ん
と
う
せ
い

』

な
ど
数
々
の
名
作
を
残

し
た
。

中
山
義
秀
（
な
か
や
ま
　
ぎ
し
ゅ
う
）

明
治
33
年
〜
昭
和
44
年
（
１
９
０
０
〜
１
９
６
９
）

芥
川
賞
作
家
　
成
田
中
学
で

教
鞭
を
執
る
か
た
わ
ら
創
作
に
励
む

成
田
市
幸
町
に
生
ま
れ
る
。
双

子
で
あ
っ
た
佐
二
郎
は
、「
双

生
児
は
ど
う
し
て
生
ま
れ
る

の
か
」
と
い
う
素
朴
な
疑
問

か
ら
生
物
学
へ
の
興
味
が
わ

き
、
北
海
道
大
学
へ
進
学
。
動
物

学
や
染
色
体
の
研
究
を
始
め
る
。
昭
和
10
年
、
北
海
道
大
学
助
教

授
に
。
22
年
に
は
教
授
と
な
り
、
ガ
ン
細
胞
の
研
究
に
取
り
組
ん

だ
。
そ
の
後
、
米
国
の
著
名
な
学
者
と
の
交
流
な
ど
を
通
じ
て
ヒ

ト
の
染
色
体
の
研
究
を
始
め
る
よ
う
に
な
り
、
海
外
で
の
研
究
発

表
を
数
多
く
行
っ
た
。
同
44
年
、
北
海
道
大
学
に
動
物
染
色
体
研

究
施
設
が
設
立
さ
れ
、
初
代
施
設
長
と
な
る
。
翌
年
、
同
大
学
名

誉
教
授
に

な
る
。

牧
野
佐
二
郎
（
ま
き
の
　
さ
じ
ろ
う
）

明
治
39
年
〜
平
成
元
年
（
１
９
０
６
〜
１
９
８
９
）

生
物
学
者
　

染
色
体
の
研
究
に
一
生
を
か
け
る

鷹女の自筆俳句
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学
術
・
文
化
で
活
躍
し
た
人

学
術
・
文
化
で
活
躍
し
た
人

学
術
・
文
化
で
活
躍
し
た
人


